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研究成果の概要（和文）：本研究は，マウス において検索誘導性忘却（RIF）が生じるか検討するとともに，
RIFがどのような特徴を持つ現象なのかを検討することを目的とした。本研究から，マウスにおいて性別や週齢
に関わらずRIFが生じることや，RIFは永続的に記憶を抑制するのではなく一時的なものであることが明らかとな
った。また，c-fosのmRNAの発現量を測定したところ，前頭皮質や嗅周皮質が関与している可能性が示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to investigate the retrieval induced forgetting 
(RIF) in mice. Modified spontaneous object recognition test was used in this study. Mice showed RIF 
irrespective of sex and age. In addition, the present study founed that RIF continued for a limited 
period of time. Analysis of c-fos messenger RNA expression suggested that prefrontal and perirhinal 
cortex may be involved in RIF.

研究分野：実験心理学

キーワード： 検索誘導性忘却　記憶　マウス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
われわれの記憶は日々の経験によって促進されたり抑制されたりさまざまな影響を受ける。そのため記憶研究に
おいては経験が記憶に及ぼす影響を考慮に入れ，その仕組みを解明することが必要となる。本研究で着目した検
索誘導性忘却は，ある事柄を思い出すことを経験すると，それに関連した記憶が抑制される現象である。本研究
で得られた成果により，経験が記憶に及ぼす影響についての新たな知見を提供できたといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

 記憶はレコーダーのように後の閲覧のために忠実に出来事が保存され再現されるものでは

なく，経験によって促進や抑制あるいは歪曲されたりするものである。したがって記憶の神経

基盤やその働きを理解するためには，単に記銘・保持・想起プロセスに焦点を当てるだけでは

なく，経験が記憶に及ぼす影響を考慮に入れ，その仕組みを明らかにすることが必要となる。 
 ある経験が記憶に影響を及ぼす記憶現象の一つとして検索誘導性忘却（Retrieval Induced 

Forgetting, RIF）がある。RIF は，ある事柄を思い出す（検索する）ことを経験すると，それに関

連した記憶が抑制される現象である（Anderson et al., 1994）。これまでの研究から RIFはヒトや

ラットにおいて生じることが報告されてきた（Wu et al., 2014; Yamada et al., 2014）。このように

RIF はヒトにおいてのみ生じる特別な現象ではなく，進化的に保存されたものであるといえる。

このことから，RIF は記憶機能において生物が生きていくための非常に重要な役割を持つこと

が考えられる。したがって，RIF の発生メカニズムや記憶機能への役割を明らかにすることは，

記憶研究において重要な取り組みであるといえる。 

 

２．研究の目的 

 本研究では，マウスでもRIFが生じるのか，どのような特徴があるのかを検証するとともにどの

脳領域が関与するのかを検討することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 本研究では，C57BL/6Jマウスを用いた。 

RIF の試験には手続きを改変した自発的物体再認テストを用いた。このテストは，見本期・検

索経験期・テスト期の 3つの場面で構成されていた。見本期では 2種類の異なる素材・形状の

物体（A，B）をオープンフィールド内に設置しマウスに探索させた。検索経験期では，見本期

で用いた 2 つの物体のうち一方のみを設置し（A，A または B，B）マウスに探索させた。テスト

期では，新奇の物体（D）と検索経験期で用いた物体（Rp+条件）または検索経験期で用いな

かった物体（Rp-条件）の 2 つの物体を装置内に設置し，マウスに探索させた。また検索経験

期に見本期では提示しなかった物体（C，C）を提示するNrp条件についても併せて行なった。

このテストを用いて以下の点について検討した。 

①RIF生起に関する性差の検討 

 雌雄の成体マウス（10-12週齢）を用いて上記の試験を行ない，性差があるか検討した。 

②RIF生起に関する加齢の影響の検討 

 若齢期（約 1 ヶ月齢），成体期（約 3 ヶ月齢）および老齢期（約 22 ヶ月齢）の雄マウスを用い

て上記試験を行ない，加齢により RIFの生起に違いが生じるか検討した。 

③RIFの持続時間の検討 

 見本期から検索経験期または検索経験期からテスト期の時間間隔を 10 分，1 時間，2 時間

および 4時間として，これらの時間間隔により RIFの生起に違いが生じるか検討した。 



④RIFに関与する脳領域の検討 

 テスト期終了後，脳サンプルを採取し，前頭皮質，海馬，嗅周皮質などの脳領域の c-fos の

mRNA発現量を解析した。 

 

４．研究成果 

①RIF生起に関する性差の検討 

 雌雄どちらのマウスにおいても，Rp-条件時の成績が Rp+および Nrp条件時の成績と比べて

有意に低く，RIF が生じることが明らかとなった。このことから，RIF はマウスにもともと備わった

機能であることが示唆された。 

②RIF生起に関する加齢の影響の検討 

 いずれの月齢のマウスにおいても，Rp-条件時の成績が Rp+および Nrp 条件時の成績と比

べて有意に低く，RIF が生じることが明らかとなった。このことから，発達期には RIF の機能が

備わっており，加齢による影響はほとんど受けないことが示唆された。 

③RIFの持続時間の検討 

 見本期から検索経験期までの時間間隔を変化させても Rp-条件時の成績が Rp+条件時の

成績と比べて有意に低く，RIF が生じた。一方で，検索経験期からテスト期の時間間隔が 4時

間の時に Rp-条件時の成績が Rp+条件時の成績と同程度となり RIF が生じなかった。これら

のことから，記銘した記憶を一度想起したときに RIF が一定時間生じるが，この効果は永続的

ではないことが示唆された。 

④RIFに関与する脳領域の検討 

 前頭皮質や嗅周皮質において c-fos の mRNA発現量が Rp-条件と Rp+条件で異なる傾向

がみられ，これらの脳領域の関与が示唆された。現在 c-fos の免疫染色を行ない，より詳細な

解析を進めている。 
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